
過去の出水により河道洗堀による土砂流出の被害を

受けており、護岸工及び河道開削を実施することによ

り流下断面を拡大し、被害の防止を図ります。

事業年度  ：令和２年度～

計画内容     ：護岸工  

Ｒ7事業内容：護岸工 L=174m

令和７年１２月末時点 事業進捗率１００％（事業完了）

（喜多方建設事務所 河川砂防課）

 磐梯町

～豪雨における
天然河岸流出被害を防止～

降雪期前完成のため水替を管理用通路に設置し
河川内工事が遅延しないよう考慮しました。

（整備前写真）

渡部産業株式会社
現場代理人（令和７年度受注者）
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ソフト・ハードが一体となった

総合的な防災・減災対策

標準横断図 S=1:50

(標準部)

積ブロック工
(河川護岸用)

積ブロック工
(河川護岸用)

ふとんかご詰石(割ぐり石)150～200mm
現地採取　A=0.09m2

詰石(割ぐり石)150～200mm
現地採取　A=0.09m250×120×240cm

裏込材
(RC-40,A=0.97m2)

水抜パイプ
(VUφ50,L=0.45m)

吸出防止材
(t=10mm)

基礎コンクリート
(Ⅲ-B-a-350)
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事
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要

標準横断図

滝尻川筋
河川改修

落差工の中仕切り型枠をなくし施工することで、落差工の施工時間を半分程
度、短縮することができました。水替えは管径を大きくして増水対策を行い、
大幅に遅れることなく、工事を完了する事ができました。
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